
流れる景色 

放射線に広がる

窓から流れる景色

両脇の緑の視界に

白い筋が光ってく


この夏最後

遠出の道を

運転席で揺られて

明日で終わる

休みの最後

ハンドル握りしめて


どれだけ走っても

この瞬間やがて消える

こんなにさみしくても

その思い通り過ぎる


空とおんなじ道の白さが

最後の暑さこの身焼きつける


助手席と後ろの席

静かで動いてない

一人つけるワイヤレスホン

手探りのモバイル光る


色々あった

今年の夏も

それぞれの思い出に

明日からまた

離れ離れの

息子も疲れ眠る


どれだけ走っても

この瞬間すぐに終わる

こんなにさみしくても

その思い通り過ぎる


少し弱まる空の日差しが

最後の暑さフェイドアウトに



